
（１） 会　　　　　報 平成31年 4月１日

発行責任者　舩本正治
編集責任者　市野俊哉
大阪市福島区大開1-13-5
ＴＥＬ　06-6461-0125
 平成31年4月号
（第30号）福島区「大開町と松下幸之助に関する事業」委員会

ホームページ:http://www.ohiraki-matsushita.com

　

　　

快適住宅の一翼を担って90余年

 　廣瀬建具株式会社
　〒553-0004　
　大阪市福島区玉川4丁目13番 16号
　　 　 T E L（06）6441-6425
　　 　 F A X (06) 6441-6465

   三井住友銀行
     　西野田支店
    相続や資産運用、生命保険のご相談を

　　承っております。　TEL 06-6462-1620

　
平
成
三
十
一
年
度

　
　「
行
事
予
定
」

　
平
成
三
十
一
年
度

　
　「
役
員
名
簿
」

　
今
年
も
甘
茶
で
藤
ま
つ
り
を
開
催

　
甘
茶
と
は
、
文
字
通
り
甘

い
お
茶
で
す
。
甘
茶
の
葉

は
、
低
木
ア
ジ
サ
イ
の
変
種

で
一
説
に
よ
れ
ば
甘
さ
は
砂

糖
の
百
倍
と
も
言
わ
れ
る
天

然
の
甘
味
料
で
す
。
古
く
か

ら
内
蔵
機
能
の
働
き
を
高
め

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
最
近
で
は
花
粉
症
や
ア

ト
ピ
ー
に
も
効
果
が
あ
る
こ

と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
、
お
寺
な
ど
の
仏

教
施
設
で
お
釈
迦
様
の
像

に
、
甘
茶
を
か
け
て
お
祝
い

す
る
催
し
が
あ
り
子
供
の
頃

楽
し
ま
れ
た
方
も
お
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。
ご
家
庭
に
よ
っ

て
は
、
甘
茶
を
仏
壇
に
お
供

え
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
機
会
に
、
甘
茶
が
見

直
さ
れ
日
々
の
生
活
に
生
か

さ
れ
れ
ば
、
こ
の
企
画
も
お

役
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
、
福
島
区
の
「
の
だ
ふ

じ
め
ぐ
り
」
の
期
間
中
に
大

開
公
園
の
藤
棚
を
見
に
来
ら

れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

中
に
は
百
人
規
模
で
お
出
で

に
な
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま

す
。
四
月
と
は
言
え
や
や
肌

寒
い
日
も
あ
り
、
あ
た
た
か

い
甘
茶
は
き
っ
と
喜
ば
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
甘
茶
で
藤
ま
つ
り
は
、
今
年
で
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

四
月
八
日
は
、お
釈
迦
様
の
誕
生
日
を
祝
う
花
祭
り
が
あ

る
こ
と
か
ら
、古
き
良
き
時
代
の
風
習
に
習
っ
て
藤
ま
つ

り
当
日
に
大
開
公
園
の
藤
を
見
に
来
ら
れ
る
皆
様
に「
甘

茶
」
を
ふ
る
ま
い
ま
す
。

「
開
催
場
所
」

　
大
開
公
園
記
念
碑
前

「
開
催
日
時
」

　
四
月
二
十
一
日
（
日
）

　
十
時
開
始

　
注
・
甘
茶
が
無
く
な
り

　
　
　
次
第
終
了
し
ま
す
。

　
事
務
局
長
　
松
本
好
弘

○ 

会
報
「
道
」
発
行
　

　
　
春
号
と
秋
号（
年
二
回
）

○  

第
十
三
回
藤
ま
つ
り

　
　
四
月
二
十
一
日
（
日
）

　
　
大
開
公
園
記
念
碑
前

○  

記
念
碑
の
定
期
点
検

　
　
五
月
二
十
六
日
（
日
）

○  

第
十
五
回

　
　
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ

　
十
一
月
二
十
三
日
（
祝
）

　
大
開
公
園
記
念
碑
前

名
誉
会
長
　
　
増
永
　
正
始

会
　
長
　
　
　
舩
本
　
正
治

副
会
長
　
　
　
津
川
　
和
子

副
会
長
　
　
　
市
野
　
俊
哉

町
お
こ
し
部
会
部
会
長

　
　
　
　
　
　
北
川
　
和
正

松
下
研
究
部
会
部
会
長

　
　
　
　
　
　
松
本
　
好
治

会
報
部
会
部
会
長

　
　
　
　
　
　
横
田
　
和
秀

イ
ベ
ン
ト
部
会
部
会
長
　
　

　
　
　
　
　
　
水
野
　
敏
雄

女
性
部
会
　
　
野
村
千
恵
子

　
同
　
　
　
　
瀬
川
　
幸
恵

事
業
会
計
　
　
辻
花
　
悦
子

同
監
査
役
　
　
中
田
　
秀
雄

支
援
会
計
　
　
藤
本
　
賢
司

同
監
査
役
　
　
水
田
　
英
二

事
務
局
長
　
　
松
本
　
好
弘

事
務
局
次
長
　
笹
野
　
舜
輔

事
務
局
員
　
　
舩
本
ト
シ
子

特
別
相
談
役
　
酒
井
　
豊

相
談
役
　
　
　
藤
本
　
賢
司

顧
　
問
　
　
　
藤
井
　
宏
一

　
ご
支
援
に
感
謝

　
松
下
事
業
委
員
会
の
活
動

資
金
は
、
地
域
活
動
協
議
会

か
ら
頂
く
共
同
募
金
配
分
金

や
、
藤
ま
つ
り
や
ぜ
ん
ざ
い

パ
ー
テ
ィ
開
催
の
お
り
に
団

体
や
個
人
の
支
援
者
か
ら
頂

く
ご
祝
儀
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
収
入
や
支
出
の
明

細
は
、
一
面
左
下
の
事
業
会

計
収
支
報
告
書
に
記
載
し
て

い
ま
す
。
ご
支
援
頂
い
た
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
役
員
一
同

　
楽
し
い
藤
ま
つ
り

　
満
開
の
藤
棚

　
甘
茶
ふ
る
ま
い
中

項　目 金　額 摘　　　　要

収　入  前期繰越金 388,269

 各種祝儀 106,000  活動報告会、 藤まつり、ぜんざいP

 活動報告会会費 0  34人分

 助成金 50,000  社会福祉協議会（赤い羽根募金）

 雑収入 28,002  会報協賛金、受取利息,他

 収入合計 572,271

支　出  会議費 0  役員総会、役員会・他

 会報発行費 19,764  道の春号・秋号

 イベント開催費 59,290  藤まつり、ぜんざいパーティ

 交通・通信費 11,666  会報郵送代、電報代

 諸経費 14,775  事務用品、HPサーバー代、他

 修理費 21,816  横断幕撤去代

 備品、雑費 67,345  放送備品購入代

 支出合計 194,656

収　支  次期繰越金 377,615

平成30年度　事業会計収支報告書
自平成30年３月1日～至平成31年2月28日

会　計　　辻花 悦子　印　　　　　監　査　　中田 秀雄　印
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平
成
三
十
年
度
　
活
動
報
告

　
第
十
四
回
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
開
催

　
平
成
３
１（
２
０
１
９
）

年
度
に
、
大
開
小
学
校
は

創
立
９
９
周
年
を
迎
え
ま

す
。
翌
２
０
２
０
年
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
は
、

く
し
く
も
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き

年
で
あ
り
ま
す
。
大
開
小

学
校
で
は
、「
豊
か
な
心
を

も
ち
、
た
く
ま
し
く
生
き

る
子
ど
も
の
育
成
」
を
学

校
教
育
目
標
に
掲
げ
、
全

校
児
童
・
教
職
員
が
良
好

な
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
、

一
丸
と
な
っ
て
活
発
な
教

育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
本
校
の
校
長
室
の
中
央

壁
面
に
は
、
松
下
幸
之
助

氏
直
筆
の
書
「
素
直
」
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
松
下
幸
之
助
氏
の

言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
れ
は
「
素
直
の
初
段
を

と
ろ
う
」
で
す
。
氏
は
「
碁
の

初
段
に
な
る
に
は
一
万
回
碁

を
打
て
ば
だ
い
た
い
な
れ
る

と
い
う
。
そ
こ
で
私
は
素
直

な
心
の
初
段
に
な
る
に
は
、

一
万
日
、
そ
う
三
十
年
ほ
ど

毎
日
毎
日
素
直
な
心
で
い
こ

う
。
さ
す
れ
ば
素
直
の
初
段

に
だ
い
た
い
な
れ
る
と
思

う
。
そ
う
思
っ
て
十
五
年
経

つ
が
ま
だ
私
は
素
直
の
初
段

に
な
れ
ん
。
よ
う
や
く
碁
で

い
え
ば
、
四
級
か
三
級
ぐ
ら

い
の
所
か
な
。
ま
だ
ま
だ
常

に
迷
い
が
あ
り
常
に
素
直
に

も
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
け
れ
ど
せ
め
て
三
十
年

経
て
ば
初
段
に
な
り
た
い
と

自
分
は
念
願
し
て
い
る
の

だ
」と
語
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

素
直
な
心
で
、
も
の
を
み
て

い
く
こ
と
は
生
涯
の
テ
ー
マ

で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
創
立

１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
こ

の「
素
直
の
初
段
を
と
ろ
う
」

を
基
に
、
大
開
小
学
校
の
歴

史
を
荘
厳
す
る
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支

援
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て

　
　
　
　
　
大
阪
市
立
大
開
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
長
　
平
野
大
輔

 

　
当
委
員
会
で
は
、
昨
年
の

十
一
月
二
十
三
日（
金
・
祝
）、

大
開
公
園
の
記
念
碑
前
に
て

第
十
四
回
「
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー

テ
ィ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ

は
、
ぜ
ん
ざ
い
が
好
物
で

あ
っ
た
松
下
幸
之
助
さ
ん
に

ち
な
み
、
北
海
道
産
の
ア
ズ

キ
と
毎
年
、
松
下
幸
之
助
さ

ん
の
故
郷
で
あ
る
和
歌
山
県

産
の
も
ち
米
を
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
津
川
実
行
委
員
長
の
開
会

宣
言
を
待
た
ず
に
長
蛇
の
行

列
と
な
り
、
準
備
さ
れ
た
約

六
〇
〇
食
が
一
時
間
ほ
ど
で

完
食
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
三
井
住
友
銀
行

様
、
大
開
女
性
会
、
商
店
街

女
性
部
、
大
開
夢
と
希
望
の

会
を
は
じ
め
、
各
団
体
の
皆

様
方
に
は
、
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
副
会
長
　
市
野
俊
哉

　
昨
年
十
月
二
七
日
（
土
）、

Ｐ
Ｈ
Ｐ
友
の
会
主
催
の
「
Ｐ

Ｈ
Ｐ
松
下
幸
之
助
歴
史

ウ
ォ
ー
ク
」
と
題
し
、
松
下

幸
之
助
歴
史
館
の
見
学
と
ミ

ニ
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
第
一
部
部
の
松
下
幸
之
助

歴
史
館
＆
も
の
づ
く
り
イ
ズ

ム
館
の
見
学
で
は
、
松
下
幸

之
助
創
業
者
の
九
四
年
の
壮

大
な
人
生
と
事
業
家
と
し
て

の
足
跡
、
懐
か
し
い
家
電
製

品
に
つ
い
て
学
び
合
い
ま
し

た
。

　
第
二
部
は
松
心
会
館
へ
と

場
所
を
移
し
、「
大
開
町
か
ら

新
天
地
・
門
真
へ
」
と
題
し

て
ミ
ニ
講
演
を
実
施
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
期
的
に
各
方
面

の
皆
様
を
松
下
幸
之
助
歴
史

館
へ
ご
案
内
し
、
創
業
の
地

大
開
を
中
心
に
ご
案
内
出
来

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
副
会
長
　
市
野
俊
哉

　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
友
の
会
イ
ベ
ン
ト
で

　
　
　
　
松
下
幸
之
助
歴
史
館
を
見
学

　
ぜ
ん
ざ
い
を
ど
う
ぞ

町
お
こ
し
部
会

　
当
部
会
で
は
、
昨
年
四
月

二
十
八
日
に
第
十
二
回
藤
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
藤
ま
つ
り
は
、
前
年
ま
で

の
藤
の
里
親
募
集
や
地
域
の

有
志
の
方
々
が
育
て
た
藤
の

品
評
会
を
取
り
や
め
、
記
念

碑
上
の
藤
棚
の
藤
を
鑑
賞
し

て
頂
き
な
が
ら
、
用
意
し
た

甘
茶
を
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特
に
昨
年
は

「
の
だ
藤
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」

と
重
な
り
予
想
以
上
の
方
々

に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
同
十
一
月
二
十
三
日

の
第
十
四
回
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
多
く
の
来
場
者

の
皆
さ
ま
で
、
公
園
内
に
行

列
が
出
来
る
程
の
盛
況
で
し

た
。
こ
の
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
今
回
も
地
元
諸

団
体
の
ご
協
力
を
得
て
盛
大

に
実
施
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

松
下
幸
之
助
研
究
部
会

同
年
五
月
十
五
日
の
松
下
政

経
塾
関
西
研
修
で
は
第
三
十

九
期
塾
生
の
皆
さ
ん
の
来
訪

を
受
け
、
創
業
の
地
を
案
内

し
ま
し
た
。

　
ま
た
同
年
四
月
二
十
ニ
日

と
十
月
二
十
七
日
に
は
、
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
松
愛
会
の
「
退

職
者
研
修
会
」
の
一
環
と
し

て
同
じ
く
創
業
の
地
を
案
内

し
ま
し
た
。
今
後
も
創
業
の

地
の
案
内
は
積
極
的
に
継
続

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
日
に
ち
は
前
後
し
ま

す
が
、
同
六
月
二
十
三
日
に

は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
創
業
百
周

年
を
記
念
し
、
門
真
本
社
に

併
設
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ミ
ュ

―
ジ
ア
ム
へ
地
域
の
有
志
の

方
々
十
七
名
と
見
学
に
赴
き

ま
し
た
。

記
念
碑
管
理
部
会

　
大
開
公
園
愛
護
会
、
お
お

ひ
ら
き
松
翁
会
の
協
力
を
得

て
記
念
碑
及
び
周
辺
の
美
化

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
現
在

は
、
記
念
碑
上
の
藤
棚
に
防

鳥
網
を
展
開
し
た
結
果
、
素

晴
ら
し
い
藤
の
花
の
開
花
を

見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
同
五
月
二
十
七
日
に
は
六

回
目
の
記
念
碑
の
点
検
と
大

掃
除
を
行
い
ま
し
た
。
な
お

記
念
碑
、
銘
板
、
藤
棚
は
お

お
む
ね
良
好
な
状
態
で
し

た
。

　
事
務
局
長
　
松
本
好
弘


